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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ ゆっくりのんびりウォーキング

ちょっと変わったウォーキングに参加してきました。「ゆっくりのん

びりウォーキング」です。⽇頃、歩く習慣のない⼈や、１⼈では

歩きたくても⾃信のない⼈たち３５⼈が南部地域センターに集

まりました。

８０を過ぎた⼈たち、⼦どもづれの⼈たち。体の不⾃由な⼈

たち、それにその⽅々をサポートしたり話し相⼿をしてくださる⼈

たち等々です。

この企画は南部地域センターの主催でした。

実施に踏み切るまではさぞかし⼼配だったことでしょう。⽬的地の⾃由学園まで普通に歩いて１０分少々のところを

ゆっくりのんびり２０〜３０分掛けて歩くわけです。体の不⾃由な⽅が歩けなくなった時のために折り畳みの椅⼦ま

で持参の⽤意周到さです。万⼀の場合はタクシーを活⽤する⼿はずも整っています。

先ずセンター横の広場で⾃⼰紹介と準備運動を済ませてい

よいよ出発です！

すぐ側のひばりが丘団地内のビオトープで、カルガモの親⼦に出

会い、みんな⽬を輝かせています。

しばらく歩くうちに３５名がばらつき始めました。

先頭グループはもう⾒えません。

このグループは第２集団です。

最後のグループです。

まるでマラソンの時のように間が開きましたが、２７度を越す夏

⽇の６⽉１４⽇のことです。思った以上に皆さん元気で歩い

て⽬的地に着きました。

⾃由学園の好意により学園内を案内して頂きました。

『よく考えることが出来る賢い頭と、よく働くことの出来る⾝体

と、⼈のため神のために尽くす志をもつ⼈を育てる学校』で

す。

東久留⽶市で唯⼀の私⽴の学校です。

「学園はいま授業中です。多分、英語の授業でしょう。英語

の先⽣のようです。校庭でのお勉強のようです。野外の光景を

英語で表現しているのでしょう・・・」と。

■⾃由学園■http://www.jiyu.ac.jp/

⼤学部前の池にはオニバスが花を咲かせ、おたまじゃくし、かえ

るの⼦やメダカに、⼦どもも⼤⼈も⼤喜び！

池の中に⼿を差し伸べ、さわってみての初体験？のようでした。

予定通り南部地域センターまで２組はタクシー、残り全員元

気に歩いて帰り、⾃由学園⼿作りのパンを⾷べお茶を飲んで

散会となりました。

後⽇、⽥⼝さんに撮影していただいたビデオの映写会でまたお

会いできるはずです。

ゆっくり歩くので疲れたという健脚の⽅、「初めて歩いたが、すっ

かり歩く楽しさにはまりました、また参加します」という⽅、いつも

は家にこもりっきりの⽅・・・・

どういう⾵に⼀緒に歩いてもらうか、どういう⾵にふれあいの場を

作っていけるか、課題は多いでしょうが、ぜひ、も⼀度開いてい

ただけたら、またお⼿伝いします。

皆さんが元気に歩いておられる姿が⽬に浮かぶ感動の⼀瞬で

した。

歩くということは⾝体の健康のためだけでなく、⼼の健康のために必要です。

⼈とひととの会話を愉しみ、⾃然とのふれあいを歓び、明⽇のための元気をもらいましょう。

主催者の皆さん、サポーターの皆さん、ご苦労様でした。

またお会いしましょう。（りきムーナ）
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